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3. 指導教員制度 
 教員が、学生生活の相談相手となり、指導助言をするのがこの制度です。 
 従って、修学上の問題はもとより、個人的な悩み等についても気軽に相談してください

（指導教員名、所属グループは、ポータルサイトを参照）。 
 
4. 何でも相談窓口 
 全ての学生を対象に各相談員が学生からの様々な相談に対し、気軽に相談を受け、その

人間的な成長の手助けなどを図ることを目的として「何でも相談窓口」を設けています（相

談員等についての詳細はポータルを参照）。 
 「何でも相談窓口」は、「指導教員制度」とは別に、全ての学生からの相談が可能です。 
 
5. 学生サポート室 
 本学では障がいがあることを事由にして、授業や大学行事への参加が阻害されるなど学

習機会が失われることがないよう修学上の支援を行っています。ここでいう「障がい」と

は、身体障がい、精神障がい、発達障がい、その他の心身の機能の障がい（それらに準ず

る障がいがあることを示す診断書を有する者を含む。）を指します。 
 学生サポート室は、学内の関係部局と連携を図りながら全学的な支援体制を強化して、

円滑な就学支援の窓口となります。まずはご気軽に学務課学生支援係窓口もしくはメール

（kgs@hama-med.ac.jp）にてご相談ください。 
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44.　各種証明書・届出等一覧

区分 期　　　限 担当係 備　　　考

休学希望日の前月上旬まで 教務係・大学院係 指導教員の承認印を要す。

復学希望日の前月上旬まで 教務係・大学院係 指導教員の承認印を要す。

退学希望日の前月上旬まで 教務係・大学院係 指導教員の承認印を要す。

前期　２月中旬
後期　８月中旬

教務係・大学院係
論文博士申請に係る入学については大学院研究
生（大学院係）とする。

その都度 教務係・大学院係

その都度 教務係・大学院係

入学時、新学年の4月、変更時 学生支援係
届出事項に変更があった時には速やかに学務課
に届け出ること。

その都度
学生支援係
大学院係

再発行費用　5,000円

在学証明書 当日（証明書自動発行機） 教務係・大学院係

成績証明書 当日（証明書自動発行機） 教務係・
※
大学院係

※
大学院生は窓口にて申込み。発行期間は３日以

上を要す。

卒業（修了）見込証明書 当日（証明書自動発行機） 教務係・
※
大学院係

※
大学院生は窓口にて申込み。発行期間は４日以

上を要す。

受取希望日の１週間前 教務係
英文証明書は、発行に２週間を要す。指導教員の
承認印を要す。

その都度 学生支援係

当日（証明書自動発行機） 学生支援係

その都度 教務係 医学部開設科目に係る欠席取扱い申し合せ参照

その都度（Web申請） 教務係・
※
大学院係

※
大学院生は履修届の提出を要す。

期限は別途指示。

受取希望日の１週間前 教務係

前期分振替　5月27日

後期分振替　11月27日

その都度掲示 学生支援係

その都度掲示 学生支援係

その都度掲示 学生支援係

その都度 学生支援係

その都度
学生支援係
大学院係

国際交流・留学生係
指導教員、単位認定教員の承認印を要す。

その都度 学生支援係 指導教員の承認印を要す。

その都度 学生支援係 顧問教員を必要とする。

毎年度初 学生支援係 顧問教員の承認印を要す。

その都度 学生支援係 顧問教員の承認印を要す。

その都度 学生支援係 顧問教員の承認印を要す。

その都度 学生支援係 顧問教員の承認印を要す。

３日前 学生支援係 学外参加者の場合１週間前

※
３日前

学生支援係
教務係

※
教室使用の場合は、２週間前まで

３日前 学生支援係

施設使用願

物品借用願

学外団体加入願

学生団体継続届

学生団体解散届

課外活動届

集会（行事）開催願

交通事故報告書

学生団体設立願

名　　　称

休学願

復学願

退学願

研究生入学願

奨学生願書

通学証明書交付願

土日祝日の場合は翌営業日

授業料（免除、分納、延納）申請書

学生旅客運賃割引証

欠席届

病院見学実習依頼状交付申請書

旅行届（海外渡航に限る。）

身
　
上
　
の
　
異
　
動

諸
　
証
　
明

修
　
学
　
関
　
係
　
等

学
　
生
　
生
　
活

課
　
外
　
活
　
動
　
等

証明書交付願

推薦書交付願

履修届

連帯保証人　変更届・住所変更届

下宿・アパート斡旋

会計課出納係

アルバイト

身上異動届

宿所届

学生証紛失（破損）届及び再発行申請書

授業料納入（口座振替）
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1. 保健管理センター概要 

 浜松医科大学保健管理センターは、保健管理に関する専門的業務を附属病院との連携をも

とに一体的に行い、みなさんの健康の保持増進を図ることを目的として設置されています。 

 

＜ 場所 ＞  臨床講義棟Ｂ1Ｆ  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

＜ 時間 ＞  受付時間 8:30－17:00 

＜ 連絡先 ＞  Tel：053-435-2156  

E-Mail：hac＠hama-med.ac.jp  

 

2. 保健管理センターの業務 
■ 健康診断   

学生の健康診断は、学校保健安全法に基づき、4 月に実施します。 
（胸部レントゲン・身長体重・尿検査・血圧・問診・診察 ※新入生のみ血液検査） 
※ 学内で実施する健康診断を受けられない場合は 6 月末日までに健康診断書の提出をお願

いします。 
 
■ 健康相談  

心と体に関する不安や悩みがある方はお気軽にお越しください。 
少し、お話してみませんか? 

  保健師・カウンセラー・学校医・産業医が対応いたします。秘密は守ります。 
  医療機関を受診するための紹介状も発行いたします。 
 
     < 連絡先 >      

保健管理センター (臨床講義棟 B1F)  
               相談受付        9:00 - 17:00 

電話            053-435-2156 
               e-mail           hac@hama-med.ac.jp  
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■ 応急処置・休養 
  簡単な応急処置を行います。 

体調不良時はソファやベッドで休むことができます。 
 
■ 健康診断証明書の発行 
  奨学金等の申請時に必要な健康診断証明書の発行を行います。 
  (当学で実施した健康診断項目の範囲内のみの証明となります。) 
 
■ 感染症対策 
  学生を対象に、入学時に麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎・B 型肝炎の抗体検査と、希望

者への予防接種を実施しています。また、流行予測に合わせてインフルエンザ予防接種を実

施します。 
 
3. 心と体の健康について 

心と体は切り離して考えることが難しいものです。風邪をひいたり、熱が出たり、頭痛や腹痛

などの体調の悪さがある時は、心も元気がなく、自分に自信が持てなかったり、落ち込みがみら

れたり、辛いことや苦しいことに向き合っていたりするものではないでしょうか。心や体の不調

の時は睡眠不足が続いていたり、疲れがたまっていたり、食事や入浴が十分でなかったり、運動

不足、人間関係の不和など生活の乱れと関連している場合も少なくありません。睡眠の確保や栄

養バランスを考えた三度の食事、気持ちのリフレッシュや自分の気持ちを周りに伝え、人と話を

するだけでも健康の維持に役立つと言えます。 

また、健康診断の機会を利用し、自分自身の心と体を見直してみましょう。自分の心や体につ

いて心配や不安になった時は遠慮せずに保健管理センターへ気軽に相談してください。 

 

このような症状はありませんか。 

・ 夜眠れない。眠れても少しするとすぐに目覚めてしまう。眠った気がしない。疲れが取れない。

朝早く目覚めてしまい十分な睡眠が取れない（早朝覚醒）。 

・ 人と一緒にいても何をしても楽しくない。最近笑っていない。人と話したくない。外に出たく

ない。人が嫌い。落ち込みやすい。気持ちがどんよりしてしまう。死にたくなる。 

・ イライラする。もしくはイライラして人に当たってしまう。周りと協調的に付き合えない。衝

動的になりやすい。暴力をふるってしまう（もしくは、ふるいたくなってしまう）。 

・ リストカットしている（してしまう）。自分の気持ちを人に伝えられない。 

・ 食べて吐くことを繰り返している。体重の大幅な増減がみられる。容姿が特別気になる。 

・ 頭がよく痛くなる。腹痛がある。生理不順がみられる。 

 

 保健管理センターでは体を専門とする医師や保健師との相談と、心を専門とする医師や臨床心

理士との相談ができます。一人で不安や心配事を抱え込まず来談しましょう。 

 

 心の問題を相談するのは自分のことを曝け出すようで恥ずかしいと思われるかもしれませんが、

どのような人も思い込みながら生きているのが常です。カウンセリングは専門家が解決策を見い

出していくものです。自分自身を見つめることは、自分自身をより良く生きて行くことの糧と言

えます。 
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4. 学校生活で問題となる感染症について 
 学校生活で問題となる疾患として、4 種ウイルス感染症（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）、

結核、インフルエンザなどがあります。また、医療系大学特有の感染症として B 型肝炎があります。 
 自分がかからないため、また他人にうつさないために正しい知識を身につけてください。 
当大学では、入学後に 4 種ウイルス感染症と B 型肝炎の抗体価を測定します。抗体価に応じたワ

クチン接種を推奨していますので、自分の抗体価をしっかりと把握してください。 
 毎年の健康診断では、結核の早期診断のために胸部レントゲン検査を実施します。本学の健康

診断を受診できなかった場合は、診断書を保健管理センターに提出してください。 
 インフルエンザに対しては、毎年秋に希望者を対象にワクチン接種を行なっています。 
 

a. 麻疹（ましん、はしか、Measles） 

 麻疹はウイルス感染症の一種で感染力が非常に強く、一生に一度はかかると言われています。 

平成20年に全国の大学・高校で大流行しましたが、日本はいま麻疹排除（Elimination）に向け

て全国的に取り組んでおり、患者報告数は平成20年 11,012例から平成25年 232例まで減少しま

した。まずは自分の抗体価を把握して、抗体価の低い人は予防接種を受けるところから始めま

しょう。 

 

i. 原因 

 麻疹ウイルスによる感染。感染経路は空気感染・飛沫感染が主体。 

 

ii. 臨床像 
潜伏期間：ウイルスの曝露から発症まで8～12日間。 

カタル期：上気道症状や結膜炎症状が3～4日間続く。他人への感染力が最も強い時期。 

発 疹 期：カタル期の後にいったん解熱し、半日ほどで再び39～40℃の高熱が出て発疹

も出現する。発疹は体幹や顔面から目立ち始め、後に四肢の末梢にまで及ぶ。

発疹期は、発疹出現後72時間程度持続する。 

回 復 期：解熱後も咳は強く残るが徐々に改善してくる。回復期2日目ごろまでは感染

力が残っているため、学校保健安全法により解熱後3日を経過するまでは出席

停止の措置がとられる。 

合 併 症：麻疹に感染・発症すると一時的な免疫力低下が起こるので感染症に罹患しや

すくなる。 

 

iii. 治療 
特異的治療法はなく、解熱剤、鎮咳去痰薬、輸液や酸素投与などの支持療法を行う。  

 

iv. 予防 
 幼児期の予防接種が麻疹排除のうえで欠かせません。本邦での予防接種は1966年に任意

接種として開始され、1978年より定期接種に指定されました。しかし2000年以前の予防接

種率が低く麻疹の発生を制圧できず、麻疹輸出国として国際的に非難されました。ワクチ

ン接種後の抗体価低下を防ぐため、2006年4月以降に１回目のワクチン接種を受ける児から

は、就学前の1年間に2回目の接種を実施できるように予防接種法が改正されました。また、

2007年に10歳～29歳の成人麻疹が多くみられた原因として、定期接種世代の時点で使用さ
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れていたMMRワクチンの副反応の影響による接種率の低迷、麻疹発生の減少によりブースタ

効果が期待できなくなったことで抗体価が低下し修飾麻疹が発生したことなどが考えられ

ました。そのため、2008年4月より13歳もしくは18歳時に麻疹ワクチンの追加接種を定期接

種とする5年間の時限措置が施行されました。 

 
b. 風疹（ふうしん、三日はしか、Rubella、German measles） 

感染力は、麻疹や水痘ほど強くありませんが、風疹の抗体を持たないまたは低抗体価の妊

娠中の女性が風疹にかかると、胎児に難聴や心疾患、白内障や緑内障などの障害（先天性風

しん症候群）が起こる可能性があります。平成 24 年からの流行の影響で、平成 24 年 10 月か

ら平成 25 年 11 月までに、29 人の先天性風しん症候群の患者が報告されました。 
 

i. 原因 
風疹ウイルスによる急性の発疹性感染症。飛沫感染が主体。 

 
ii. 臨床像 

潜伏期間：2‐3 週間（平均 16－18 日）。 
主な症状：発疹、発熱、リンパ節腫脹が認められる。ウイルスに感染しても明らかな

症状がでることがないまま免疫ができてしまう（不顕性感染）人が 15-30％
程度いる。 

合 併 症：症状は子供では比較的軽いが、まれに脳炎、血小板減少性紫斑病などが発

症することがある。 
 
iii. 予防 

定期予防接種対象者（1 歳児および小学校入学前 1 年間の幼児）以外に、妊婦を守る観

点から下記のひとに予防接種が勧められています。 
1) 妊婦の夫、子ども及びその他の同居家族など妊婦周囲の方 
2) 10 代後半から 40 代の女性（特に、妊娠希望者又は妊娠する可能性の高い方） 
3) 産褥早期の女性 

のうち、抗体価が十分であると確認できた方以外。 
 

c. 結核  
結核は結核菌に感染することによって起こる感染症です。結核は過去の病気ではありません。

平成25年の新登録結核患者数は20,495人で、人口10万対罹患率は16.1でした。浜松市でも142人

の結核患者が新しく登録されました。 

 

i. 原因 
飛沫感染（患者の咳・くしゃみで飛び散るしぶきによる） 
 

ii. 主な症状 
発熱（多くは微熱）、咳、胸痛、呼吸困難、体重減少など。 

感染しても必ず発病するとは限らない。 
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iii. 早期診断 
 結核の早期診断の鍵は「2 週間以上続く咳」です。早期発見・早期治療のために、定期

的に健診をきちんと受け、風邪かなと思う次のような症状が長く続くようなら、必ず診

察を受けてください。 

 ・咳（せき）が 2 週間以上続く 

 ・痰（たん）がでる（痰に血が混ざる） 

 ・体がだるい ・微熱が続く  

 

iv. 健康診断   
本学でも、年１回健康診断を実施しています。 
健康診断未受診者は、実習等を受けることができないので、注意してください。 

 

d. インフルエンザ 
インフルエンザは、もともと健康な方の大多数は比較的軽症のまま回復しますので、基本的に

健康な人はあまり不安を感じる必要はありません。その一方、社会には何らかの理由により感

染すると危険性が高くなる方々（例；妊婦、喘息、腎機能障害・糖尿病などの基礎疾患を持つ

人、免疫抑制状態にある人など）が存在します。また、平成21年にはヒト―ヒト間の感染能力

を新たに有するようになったいわゆる新型インフルエンザが問題となりました。その年の流行

状態を各人で把握して、罹患時の対応は大学の指示に従ってください。 

 

i. インフルエンザ患者との濃厚接触時（発症前日から発症後 7 日めまでの期間） 

インフルエンザを発症した患者と、発症前日から発症後７日目までの期間に至近距離

でマスクを着用せずに接触したり、同室で過ごしたり、クラブ活動をともに行ったなど

の接触があった場合、感染拡大を防ぐため以下の点にご協力ください。 

1) 患者と接触後、7 日間は不要な外出は自粛する。この期間の部活、サークル活動、

集会、飲み会などへの参加はできるだけ慎む。 
2) 外出時や他人と接触するときは、マスク（サージカルマスク：コンビニ、スー

パーマーケット、薬局などで入手可能）を着用し、至近距離での接触をなるべ

く避ける。 
3) 接触後 7 日間は登校前に必ず検温を行い、十分健康観察を行う。 
4) 咳エチケットを守り、手洗いをこまめに行う。 
5) 37.5℃以上の発熱時は無理して登校せず、発症が疑われる場合の

対応に準じ、速やかに医療機関に受診する。 
 

ii. 休校、休部となった場合 

1) 学内や部活内でインフルエンザが発生した場合、感染拡大防止のため休校、休

部などの措置がとられることがある。 
2) 期間中の外出は可能な限り自粛する。休校、休部期間中は登校、部活動への参

加は禁止。 

3) 咳エチケットを守り、手洗いをこまめに行う。 

4) 1 日 1 回以上検温し、健康観察を行う。 
5) 発熱時は、下記発症が疑われる場合に準じ、速やかに医療機関に受診する。発
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症した場合は自宅療養期間が終了してもすぐには登校せず、下記発症後の対応

に準じて対応する。 
 

iii. 発症が疑われる場合 

37.5℃以上の発熱または呼吸器症状（鼻汁や鼻閉、咽頭痛、咳など）を確認した場合、 

最寄りの病院（内科など）に電話にてインフルエンザの可能性のある旨を伝えた上でマ

スクを着用し、病院の指示に従って速やかに受診してください。 

インフルエンザと診断された際は、学務課に連絡願います。 

 

iv. 発症後（疑いも含む） 

感染拡大を防ぐために、以下の点に留意してください。 

インフルエンザの診断が確定されなくても、インフルエンザ発症患者との濃厚接触が明ら

かで、接触後 1 週間以内に発熱した場合はできる限り発症者と同様の対応をお願いします。 

1) インフルエンザによる出席停止期間は、発症したあと 5 日を経過し、かつ、解

熱した後 2 日を経過するまで（治療により早期に解熱しても、感染の可能性は

その後も継続するため）。 
2) やむを得ない外出時や他人と接触するときは、必ずマスクを着用し、至近距離

での接触をなるべく避ける。 
3) 咳エチケットを守り、手洗いをこまめに行う。 
4) 早期に解熱しても、病院より処方された薬は最後まで服用する。 
5) その他  

(a) 家族への感染を防ぐため、個室での療養に努める。 

(b) お茶、スポーツ飲料、スープなどで水分補給をこまめする。 

(c) 毎日１回は体温を測り、記録する。 

(d) 栄養をとり、安静にして十分な睡眠を心がける。 

(e) 部屋の湿度を高めにする。定期的に部屋の換気をする。 
 

  次の様な症状が現れた際には、入院治療が必要になる場合がありますので、速やかに 

かかりつけ医に電話で相談し、指示を仰いでください。 

・ 呼吸困難または息切れ ・ 突然のめまい  ・ 胸部または腹部の痛み、圧迫感       

・ 意識混濁、錯乱（うわごとをいう）     ・ ひどい、あるいは持続する嘔吐 

・ インフルエンザ症状（発熱、咳、関節の痛み、鼻水・鼻づまりなど）が一旦軽くな

ったあと、再び発熱や咳がひどくなった 
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咳エチケットを守りましょう。 

 

 ・ 咳が続いている間はマスクをしましょう。 

 ・ マスクが無く咳やくしゃみをする時は、ティッシュなどで口と鼻を覆いましょう。 

 ・ 使ったティッシュはすぐにゴミ箱に捨てましょう。 

 ・ 咳をする時は顔を他の人に向けず、できれば１メートル以上離れましょう。 

 

 

手をこまめに洗いましょう。 

 ・ 特に咳、くしゃみをした後には手を洗うことを心がけましょう。 

 ・ 石けんと水道水（温水）で、１５～２０秒間は洗いましょう。 

 ・ 水が使えない場所では、アルコール手指消毒剤（ジェルなど）も効果的です。 

 スーパー、薬局で買い求めることができます。 

 ・ もし、アルコール手指消毒剤を使うなら、手が乾くまで擦りあわせてください。 

 

 

ｅ．Ｂ型肝炎 

B型肝炎ウイルスは、ヒトの肝臓に慢性持続性感染を起こし、そのうち10-15％が慢性肝炎、

肝硬変、肝細胞癌を発症することが知られています。感染はおもにB型肝炎ウイルスを含む血液

あるいは血液成分との直接接触によって生じます。母親がB型肝炎ウイルス保有者（キャリア）

である場合、妊娠中あるいは出産時に母親の血液によって胎児あるいは新生児がウイルスの曝

露を受け感染が生じます（母子垂直感染）。また、最近は性感染症の一つとして重要視されて

おり、同性愛者、麻薬常習者での流行も知られています。 

 さらに、血液に接する機会が多い医療従事者などでは、針さしや粘膜曝露によって感染する

場合もあります。医学生、看護学生が実習中に感染したケースも報告されています。 

 

i. Ｂ型肝炎ワクチン 

B 型肝炎はワクチンで予防できる疾患の一つです。初めてワクチンを接種する場合、2

回の接種（0 週、4 週）では抗体価が十分上昇しないことが多く、ブースタ効果のため 3

回目の接種（20-24 週）が必要です。 

 
ii. 予防接種スケジュール 

通常、0.5mLずつを４週間隔で２回、さらに20～24週を経過した後に3回目を皮下または

筋肉内に接種します。 

4月 入学時の健康診断でB型肝炎の抗体価（HBs抗体）を測定 

5月 接種申し込み（希望者） 

9月 1回目接種 ・10月 2回目接種 ・2月 3回目接種 

4月 抗体価の確認 

 2年時から本格的に始まる病院内での実習に合わせて、一年目の秋から計画的に接種しま

す。入学時の抗体価を各自しっかり確認の上、希望者は忘れずに申し込んでください。 
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5. その他の感染症について 
a. AIDS（後天性免疫不全症候群） 
 AIDSは、エイズウイルス（HIV、ヒト免疫不全ウイルス）の感染により引き起こされ、細胞

性免疫の不全状態を主な病態とする疾患で、感染はエイズウイルス保有者の血液や体液を介す

るとされています。これまでの疫学調査では、感染様式は血液による汚染又は性的接触にほぼ

限られています。 

i. 一般的予防方法 

正しい知識があれば、HIV の感染は予防できます。 

1) 血液を介する感染の防止 

血液は、エイズウイルス以外にも他の感染症の原因となる病原体等を含んでいる可

能性があり、日頃から衛生的な取扱いをしなくてはなりません。 

(a) 血液に汚染された体・衣服等は、なるべく早く石鹸又は洗剤を用いて流水

で十分洗浄する。 

(b) カミソリ、歯ブラシ、タオルなど血液のつきやすい日用品は各人の専用とする。 

 
2) 性的接触による感染の防止 

性的接触は、HIVの主要な感染経路であり、男女とも十分な注意が必要です。 

(a) 不特定の相手との性的接触は避ける。 

(b) 次に掲げる者との性的接触は、特に AIDS に感染する危険性が高い。 

(i) AIDS 患者又は AIDS の疑わしい者 

(ii) 男性同性愛者や静脈注射等による薬物濫用者 

(iii) AIDS 多発国の住民 

(iv) 以上の者と性的接触のある者 

(c) 肛門や口を使用する性的接触は、男女とも感染の危険性が高いので避ける。 

(d) コンドームの使用等により、相手の体液に直接触れないようにすることは

感染防止に有効である。 

 
ii. HIV 抗体陽性者からの二次感染の防止対策 

1) 本人への保健指導 

(a) 二次感染防止の観点からは、症状の有無にかかわらず HIV 抗体陽性者（以

下「陽性者」という）については、以下の点に留意する必要があります。

日常生活に関して、基本的には陽性者の血液又は体液が他人に触れないよ

うな配慮をするように指導する。 
(i) 血液・分泌物が付着した物は石鹸を用いて流水でよく洗い流す。洗浄

が十分にできない物は焼却することが望ましく、ゴミ集積場所に出す

場合はビニール袋等でしっかり包む。 

(ii) 傷や月経時の出血は、なるべく自分で処理する。 

(iii) カミソリ、歯ブラシ、タオル等の血液のつきやすい日用品は他人と共

有しない。 

(iv) 乳幼児に口移しに食物を与えない。 

(v) 排尿、排便後には、石鹸を用いて流水でよく手を洗う。 
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(b) 性的接触について、性的接触相手への感染防止のためには傷つきやすい 

性的接触の方法を避けること、相手に自分の体液を直接触れさせない配慮 

をする。陽性者には以下のことを十分理解させる。 

(i) 皮膚や粘膜に傷をつけるような性的接触は避ける。 

(ii) 肛門や口を使用する性的接触は避ける。 

(iii) コンドームの使用等により自分の体液を相手に直接触れさせない。 

(c) その他 

(i) 妊娠する可能性のある女性である場合は、母子感染の可能性等につい

て理解が必要であり、あらかじめ医師への相談を勧める。 

(ii) 血液、臓器、精液などの提供は、絶対行ってはならない。 

(iii) 健康管理上、医療機関での定期的な受診を勧める。 

(iv) 陽性者の家族、性的接触の相手等には、陽性者本人を通じて、速やか

に AIDS に関する相談、検査を受けるよう勧める。 

2) 職場、学校等の集団生活での考え方 

 エイズウイルスは感染力が非常に弱いため、通常の社会生活で感染した例はありま

せん。そのため、陽性者との集団生活の機会においても、特別な配慮は不要です。 

しかし、人間の血液は、エイズウイルス以外にも、他の感染症の原因となる病原体

などを含んでいる可能性があります。従って、血液については、エイズの抗体陽性者

の有無にかかわらず、衛生的な取扱いをする習慣を徹底することが重要です。 

 

iii. その他 

      浜松市保健所の HIV 相談について 
浜松市保健所では、HIV 感染の不安に対する電話相談・検査を受け付けています。 
検査は予約不要・匿名・無料で受けることが出来ます。 
電話相談は随時下記にて受け付けています。 

 
相談先 ： 浜松市保健所 

〒432-8550 浜松市中区鴨江二丁目 11-2 
053-453-6118  ( 受付時間 8:30～17:00 ) 

 
検査日 ： ①火曜日（祝祭日及び 12 月 29 日～1 月 3 日を除く）  

第 1 火曜日は 16:30～20:00 
第 2～5 火曜日は 9:00～11:00 / 13:00～15:00 

②6 月、9 月、12 月、3 月の第 1 日曜日  9:00～11:00 
 

注意事項： エイズ検査は感染したと思われる日から 3 ヶ月以降に受けて下さい。 
( 血液中に抗体ができるまでに 6～8 週間かかります。 

検査が早すぎると、正確な結果が出ない場合があります。) 
結果説明は一週間後です。 
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6. デートＤＶについて 
 10 代、20 代を含めた交際中のカップルの間で起こる暴力のことです。 

身体的な暴力・・・殴る、蹴る、モノを投げる、刃物で脅すなどで怖い思いをさせる。 

精神的な暴力・・・ひどい言葉で傷つける、脅す、監視する、友達との交際を制限する。無断で

メールチェックする。相手の大事なものを壊す などのいやがらせをする。 

経済的な暴力・・・お金をたかる、借りたお金を返さない。 

性的な暴力・・・・キスやセックスを強要する、避妊しない。 

 

 若い世代の「デートＤＶ」の特徴は、束縛と性的暴力です。自分が被害に遭っても自分を責め

ずに誰かに相談しましょう。友達が被害に遭っていたら、批判せずにしっかり話を聞き、相談を

すすめましょう。 
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新聞新聞新聞新聞新聞新聞新聞

図書自動貸出返却装置図書自動貸出返却装置図書自動貸出返却装置図書自動貸出返却装置図書自動貸出返却装置図書自動貸出返却装置図書自動貸出返却装置

入退館ゲート入退館ゲート入退館ゲート入退館ゲート入退館ゲート入退館ゲート入退館ゲート
ギ
ャ
ラ
リー

ギ
ャ
ラ
リー

ギ
ャ
ラ
リー

ギ
ャ
ラ
リー

ギ
ャ
ラ
リー

ギ
ャ
ラ
リー

ギ
ャ
ラ
リー

シラバス図書

②
⑤

⑥

⑧

⑦

閲
覧
席

閲
覧
席

閲
覧
席

閲
覧
席

閲
覧
席

閲
覧
席

閲
覧
席

ラーニングコモンズ１

２階２階２階２階２階２階２階

１階１階１階１階１階１階１階

コモンズ２

複写室

セミナー室２
④

③

①

ラーニング

コーナー

和雑誌・洋雑誌

事務室

辞書・事典辞書・事典辞書・事典辞書・事典辞書・事典辞書・事典辞書・事典

辞書・事典
新着資料

図書館ラウンジ

入口入口入口入口入口入口入口

入口入口入口入口入口入口入口

図書図書図書図書図書図書図書倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫倉庫

閲覧室閲覧室閲覧室閲覧室閲覧室閲覧室閲覧室

閲覧席閲覧席閲覧席閲覧席閲覧席閲覧席閲覧席

セミナー室１

和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌

和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌和雑誌

ｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰ

ＡＶコーナーＡＶコーナーＡＶコーナーＡＶコーナーＡＶコーナーＡＶコーナーＡＶコーナー

３．館内配置図
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学生の皆さんへ

　

調書等の名称 対象の範囲 取得の時期 利　用　目　的 保存期間及び期間満了後の処置

学生身上調書 学部、大学院 入学時 学籍簿作成及び修学上の指導資料 卒業、退学後５年間保存、以降廃棄

保証書 学部、大学院 入学時 学籍簿作成及び授業料の債権の管理 卒業、退学後に廃棄

宣誓書 学部、大学院 入学時 入学時の宣誓のため 卒業、退学後に廃棄

入学料、授業料免除資料 学部、大学院 希望者、その都度 入学料、授業料免除の決定 ５年間保存後に廃棄

学籍簿（学業成績を含む。） 学部、大学院 大学で作成 修学、学業成績の記録、各種証明 永久保存

健康診断票 学部、大学院 大学で作成 健康管理、健康指導、各種証明 卒業、退学後５年間保存、以降廃棄

　この調書等については、別に掲示した「国立大学法人浜松医科大学個人情報保護方針

　本学が学生の入学時等に取得した調書及び大学の業務の遂行により作成した個人情報

大学が取得した調書等の使用目的について

を含む調書等の使用目的及び保存期間と期間終了後の取り扱いは、別紙のとおりです。

（プライバシーポリシー）」に基づいて適切に管理しますのでご承知ください。

　浜松医科大学　　　　　　　　

　　　　　教育・産学連携担当理事　　　　　

大学が取得した調書等の使用目的について

　なお、不明な点がありましたら学務課までお問い合わせください。
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Ｎ

半田町公会堂

半田団地

六所神社

（第1種中高層住専）

Ｐ

学長宿舎

Ｐ

ﾃﾆｽｺｰﾄ

21

28

4
9

6

16

20

27 11

22

7
25

26

23

2

3

15

10

薬草園

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

13

24

Ｐ

8

29

12

5

ﾌﾟｰﾙ

野球場

変電所

慰霊塔

18

19

1

30

1732

32

32

32

32

32

32

32

33

33

33

31

14

1 講義実習棟 12 附属病院（病棟） 23 多目的ホール
2 エネルギーセンター 13 プール更衣室 24 課外活動施設

）用員職（場車駐体立52半田山会館41館育体3
）用者患（場車駐体立62館道武51棟設施利福4

5 臨床講義棟
6 基礎臨床研究棟 17 舟岡山宿舎 28 サイクロトロン棟

30 総合人間科学・基礎研究棟
31 保育所
32 医大宿舎
33 医大半田山宿舎

棟究研ントォフ92）棟身単（館会流交際国81棟理管7
8 附属図書館 19 国際交流会館（世帯棟）
9 動物実験施設 20 看護学科棟

場道弓12設施理処液廃・設施理処液廃01
11 附属病院（外来棟） 22 探索的臨床研究施設

16 医工連携拠点棟 27 ＰＥＴ－ＣＴ棟
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講義実習棟 ３階平面図

　　掲示板

講義実習棟 ２階平面図

　　掲示板

講義実習棟 １階平面図

AED

　掲示板（一般）

掲示板

　学務課事務室
福利施設棟へ

講義実習棟 B1階平面図

B1
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解剖
受付

305-A 305-B 303-B 303-A

B11

掲示板（成績関係）相談

室

202-A

B13 B12

B7B3

202-B
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A13 A14
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廊下
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鏡保

管庫
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基礎
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研究
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A3 A4

男子便所
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室
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室
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室
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暗
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A5 A10

男子ロッカー
室

PBLモ
ニター
室

201
(講義室）

A9

ポーチ

標本
展示室
標本

作成室

病理組織実習室

霊安室

保存室

廊下

学生解剖実習室

前室

法
医
解
剖
控
室

献体処置室

機器・
測定
室

(講義室）

準備室

準備室

化学生物実習室

工作室

A8

B2

A2
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準備
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空調
機械
室

材
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保
存
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準備室
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準備
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B14

物理
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実習室

臨床薬理学
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培養室
生物
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準備室
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刷
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入試課
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子
便
所

多
目
的

便
所

▲

総合
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科
学・
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研究
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研究
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倉庫
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福利施設棟 ３階平面図　

福利施設棟　 ２階平面図　

掲示板

玄関ホール

福利施設棟 １階平面図　

倉庫

　　　厨房 ベーカリー厨房

倉庫

ラウンジ
エレベーター

A
E
D

F36 F37

F31

和室
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女子
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図書
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書籍販売

エレベーター
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臨床講義棟 ２階平面図

AED

ピロティ

臨床講義棟 １階平面図

臨床講義棟 B1階平面図

機械室

保健管理センター

多目的
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  病院へ
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▲
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ホール
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倉庫

準備室

臨床講義室（大）

掲示板

処置室
診察室
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看護学科棟 ３階平面図

看護学科棟 ２階平面図

212

倉庫４ 掲示板（就職）

看護学科棟 １階平面図

110

AED

掲示板

倉庫２ 掲示板（奨学金・国試関係）
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実習室(2)

313

306
教員室

308
助教室

309
助教室

310
教員室

311
児童青年期

精神医学講座

211
213
助産
ﾗｳﾝ
ｼﾞ

廊下

廊下

（車路）

大講義室（１）

ライトコート

ラウンジ

１０５
非常勤
講師室

風除室
倉庫
１

男子更
衣室

109
中講義室（１）

女子更衣室

廊下
女子便所
男子便所

廊下

ライトコート
（車路） 男子便所

電気室

ホール １０４
事務室

空調機械室

201

ピロティ

会議室

203
院生室

202
進路
指導室

210
院生室

中講義室（２）大講義室（2）

廊下

廊下

208
演習室

女子便所

ラウンジ
ベランダ

303
情報医学実験

研究室
空調機械室

206
演習室

207
演習室

209
助教室

ラウンジライトコート

301

大講義室（３）

204
演習室

205
演習室

空調機械室

305
院生室

吹抜

ピロティ

302

大講義室（４）

女子便所

男子便所

304
共　同
実験室

307
助教室

312

情報処理実習室（１）

基
礎
臨
床
研
究
棟

基
礎
臨
床
研
究
棟

基
礎
臨
床
研
究
棟

―118―



看護学科棟 ６階平面図

看護学科棟 ５階平面図

倉庫６

看護学科棟 ４階平面図

浴室

機材庫

ベランダ
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教員室
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器材室（基礎）

603
基礎看護学実習室（基礎）

ラウンジ
女子便所ベランダ

604
６階カンファレンス

ルーム（基礎）

512
教員室

513
教員室

ライトコート

501
成人・老年看護学実習室（１）

（臨床）

502
集中治療看護
実習室（臨床）

514
助産実習室

(臨床）

515
小児・母性看護学・助産実習室

（臨床）

503
成人・老人・看護学
実習準備、器材室

（臨床）

女子便所

廊下

ライトコート

415
在宅看護学

実習室

406
地域看護学実験
研究室（地域）

416
調理実習室

(地域・臨床・基礎）

417
講義室

ラウンジ
女子便所

多目的便所

613
教員室

吹抜

 

617
教員室

615
教員室

616
教員室

空調機械室
510

教員室
511

教員室
505

印刷室

空調機械室

ライトコート
男子便所

506
教員室

507
教員室

508
教員室

509
教員室

低温室

暗室

610
基礎看護学
実験研究室

（基礎）

504
成人・老年看護学
実習室（２）（臨床）

廊下

廊下

廊下

612
教員室

吹抜

和室

男子便所

401
地域・老年看護学実習室

ラウンジ
ベランダ

空調機械室
407

基礎実験研究室
母性・小児演習室

605
基礎看護学
実験研究室

（基礎）

408
精神看護学実習室

410
教員室

411
教員室

412
教員室

413
教員室

414
教員室

409
老年看
護学実
習室

廊下

基
礎
臨
床
研
究
棟

渡
り
廊
下
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9F

8F

7F

6F

5F

3F

B3F

B5F
水棲動物
実験室

B4F

B2F

B1F

1F

2F

4F

渡り廊下
病院へ

解剖学（細胞生物学分野）、B1共同実験室

玄　関

小児科学、産婦人科学、7階共同実験室
地域周産期医療学、産婦人科家庭医療学

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

分子生物学、医化学

細菌・免疫学、ウイルス・寄生虫学、9階共同実験室
健康社会医学、医学分光応用寄附研究室（光尖端医学
教育研究センターフォトニクス医学研究部）、地域医
療学(寄附講座）

臨床検査医学実験室

機器開発室

渡り廊下

講義実習棟
へ

内科学第一、内科学第二、4階共同実験室

放射線医学、法医学、臨床検査医学室、臨床腫瘍学
講座、イノベーション光医学研究室（光尖端医学教
育研究センターフォトニクス医学研究部）

渡り廊下
講義実習棟

へ

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

B3共同実験室、
B3画像情報室

眼科学、神経生理学、臨床医学教育学・医学教育推
進センター、情報基盤センター、情報企画室

腫瘍病理学、再生・感染病理学、救急災害医学、
光尖端医学教育研究センター先進機器共用推進部/事
務室,国際マスイメージングセンター、人事課（勤務
時間管理）

B2共同実験室

脳神経外科学、麻酔・蘇生学
外科学第二、外科学第一、
5階共同実験室、5階共同解析室

整形外科学、精神医学、子どものこころの発達研究
センター、生体機能イメージング研究室（光尖端医
学教育センターフォトニクス医学研究部）、児童青
年期精神医学、連合小児発達学研究科

生体試料
保存設備

内科学第三、薬理学

総合人間科学（人類学、日本語・日本事情、倫理学、
法学、英語、数学）、大学院ゼミナール室

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学、医生理学

泌尿器科学、皮膚科学

総合人間科学講座
　(心理学、化学、生物学、物理学）

器官組織解剖学、細胞分子解剖学

医学科基礎・臨床研究棟（改修前）

4F

3F

2F

1F

共同研究室
　皮膚科学、泌尿器科学、麻酔・蘇生学、
　産婦人科学、小児科学、
　フォトニクス医学研究部　生体医用光学研究室

　歯科口腔外科学医局、教員室、資料室

B1F 　歯科口腔外科学実験室、子どものこころの発達研究センター

医学科基礎・臨床研究棟別館（改修前）

共同研究室
　内科学第一、内科学第二、内科学第三
　形成外科、地域家庭医療学

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

共同研究室
　外科学第一、外科学第二、脳神経外科学、
　放射線医学、耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
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9F

8F

7F

6F

5F

3F

コンビニ

B4F プロジェクトスペース

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

水棲動物実験
室

腫瘍病理学、再生・感染病理学、臨床検査医学、医学
教育推進センター、人事課（勤務時間管理）

分子生物学、医化学、情報基盤センター、情報企画
室、細胞分子解剖学

整形外科学、精神医学、生殖周産期医学、産婦人科
学、小児科学

小児科学、産婦人科学、7階共同実験室

B5F

B1F
渡り廊下

病院へ
国際マスイメージングセンター

先進機器（4階共同実験室）

B2F 薬理学

B3F

2F
放射線診断学・核医学、放射線腫瘍学、歯科口腔外科
学、生体機能イメージング研究室、臨床腫瘍学、生体
医用光学研究室、救急災害医学、形成外科学

皮膚科学、地域家庭医療学、麻酔・蘇生学、泌尿
器科学、講義室

渡り廊下

講義実習棟

へ

売店、玄関
生体試料
保存設備

1F

臨床薬理学

4F 内科学、内科学第一、内科学第二、内科学共同実験室 内科学第三、内科学共用

細胞分子解剖学、器官組織解剖学
渡り廊下

講義実習棟

へ

ウイルス・寄生虫学、法医学、9階共同実験室

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

健康社会医学、医学分光応用寄附研究室（光尖端
医学教育研究センターフォトニクス医学研究
部）、脳神経外科学、頭頸部外科学

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

眼科学、神経生理学、8階共同実験室 医生理学、耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

麻酔・蘇生学、脳神経外科学

皮膚科学、泌尿器科学

外科学、外科学第一、外科学第二、外科学共同実験室

基礎臨床研究棟（平成31年12月完成予定）

5F ―

4F
産学官連携（研究開発室、オープンイノ
ベーション研究スペース）、
先進機器研究推進室（研究・セミナー室）

3F
大会議室・中会議室・小会議室、
先進機器共用推進部（生体試料調整、生
体分子解析）

2F
先進機器共用推進部（生物情報解析、遺
伝子解析、細胞機能解析、生体試料調整）

1F

医工連携拠点棟（平成30年7月完成予定）

産学官連携
オープンイノベーション（事務スペース、研究
スペース）

渡
り
廊
下

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

産学官連携　研究室

はままつ医工連携事務室
産学官連携推進事務室

先進機器共用推進部（事務室・管理室）

先進機器共用推進部（実験実習室）
先進機器共用推進部（超微形態解析、生
体分子解析）

3Ｆ

2Ｆ

1Ｆ

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

総合人間科学講座（法学）、
細菌・免疫学講座、非常勤講師室

総合人間科学講座（倫理学、化学、物理学）

総合人間科学・基礎研究棟

渡り廊下
←講義実習棟

総合人間科学講座（英語、生物学、心理学）、
総合人間科学講座事務室
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5F

学生ロッカールーム（５・６年
生）、地域周産期医療学、地域
医療学、児童青年期精神医学、
産婦人科家庭医療学、子どもの
こころの発達研究センター、臨
床医学教育学、医学教育推進セ
ンター

2F
外来（内科、外科、整形）
玄関ホール、外来総合受付、会計窓口

放射線部（Ｘ線撮影室・ＲＩ検
査室）、検査部（一般血液検査
室・心電図室等）

3F
外来［脳外、眼科、小児、小児外科、産科婦人科（ART・助
産）、泌尿器、形成］、
自己血採血

外来（精神、歯口外、耳鼻、皮
膚科）、血液浄化療法部、光学
医療診療部、集会室、院内学
級、患者図書室、臨床検査医学
講座

外来化学
療法セン

ター

臨床心理士室、救急災害医学講座、
女性医師支援センター、卒後教育セ
ンター 教員室（リハビリテーション
科、形成外科、小児外科、輸血細胞
治療部、光学医療診療部、血液浄化
療法部、化学療法部、医療安全管理
室、循環器内科、臨床研究管理セン
ター）

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

4F
院長室、事務室、電算室、医療情報
部、看護部、医療安全管理室、感染
対策室

会議室、シミュレーションセン
ター、研修医室、卒後教育セン
ター

電気室・空調機械室 栄養部・厨房室
外来(放射線科）、寝具倉庫、病
理解剖室、霊安室、Ｘ線ＣＴ撮
影室、洗濯室等、血管造影室

空調機械
室

渡り廊下
研究棟へ

放射線
治療室
(1),(2)

MRI-CT
装置棟

PET-CT
棟

検査部
微生物検
査室

1F

救急部救急科、麻酔科蘇生科
郵便局、職員食堂、一般食堂、売店、理髪店、眼鏡店、
時間外受付、守衛室、外来調剤室、治験薬管理室、
医療福祉支援センター、臨床研究管理センター、地域連携室、
アイバンク、腎バンク、事務室（医事課・カルテ室）

病理部、病理診断科、RI治療
室、CT撮影室、外来(リハビリ
テーション科）、リハビリテー
ション部、エネルギーセンター
（防災センター）

遺伝子
検査室

B1F

医学部附属病院（外来棟）

東病棟 西病棟

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

上部消化管外科、下部消化管外科、
肝・胆・膵外科

心臓血管外科、呼吸器外科、乳腺外科、
一般外科、リハビリテーション科

血液内科、麻酔科蘇生科、
臨床薬理内科、緩和ケア病室

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

エ
　
レ
　
ベ
　
ー

　
タ
　
ー

精神科神経科

循環器内科、免疫・リウマチ内科、
皮膚科

内分泌・代謝内科、
呼吸器内科、肝臓内科

耳鼻咽喉科、血管外科、
整形外科、感染病室

消化器内科、腎臓内科、神経内科

婦人科、泌尿器科

手術部 集中治療部

材料部、医療機器管理部、
ope12（ハイブリッドオペ室）

薬剤部、病院経営支援課、
病児病後児保育室

周産母子センター・産科、
ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）、

ＧＣＵ（新生児強化治療室）
小児科、小児外科

脳神経外科、眼科 整形外科、歯科口腔外科

放射線科、形成外科、
救急部、輸血・細胞治療部、

ＲＩ病室、ＰＤＴ病室（光線力学療法）

医学部附属病院（病棟）
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